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20，242人

大
洲
市
で
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
か
開
設
日
な
ど
は
次
の
止
主
り
で
す
。
一
番
号
記
入
の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
一

ら
毎
月
二
国
交
通
事
故
相
談
所
と
必
配
一
開
設
日
毎
月
十
日
一
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

ご
と
相
談
(
毎
月
一
、
十
、
二
十
、
二
一
二
十
日
一
ま
た
、
受
診
証
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
一

十
五
日
の
相
談
の
内
+
日
二
十
日
)
を
一
た
だ
し
、
開
設
日
(
毎
月
十
一
遠
隔
地
受
診
証
の
期
限
の
切
れ
た
方
は
一
六
月
一
回
か
ら
の
う
か
い
開
き
を
ひ

併
せ
開
設
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
と
ニ
+
日
)
が
士
隠
、
日
一
再
交
付
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
市
役
所
市
一
か
え
、
六
一
州
市
観
光
協
会
で
は
、
次
の

い
ま
ま
で
は
毎
月
一
回
交
通
事
故
相
一
時
祭
日
そ
の
他
休
日
に
あ
た
一
民
謀
、
ま
た
は
、
最
寄
の
連
絡
所
へ
お
一
と
お
り
撃
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

蓄
を
襲
し
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
一
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
の
喜
一
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
|
条
件

事
故
等
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
早
一
開
設
定
し
ま
す
。
一

-2

体
力
に
雇
の
あ
る
誠
実
な
方

霊

決

の

た

め

毎

月

二

回

相

談

所

美

一

時

間

一

f
i

勤
労
時
間

州

市

役

所

信

午

前

高

か

ら

午

後

四

時

ま

で

一

夜

一

探

査

時

か

ら

一

平

二

時

ま

で

な

り

ま

し

た

。

で

す

。

一

以

λ

た
だ
し
、
受
付
け
は
午
後
一
一
一
時
一

¥
t

一
一
一
千
円
か
ら
三
千
一
吉
円

ま

で

で

す

。

，

γ"が
叱

申

込

締

切

所

四

月

二

十

日

大

例

市

役

所

第

一

会

議

室

申

込

先

+
八
細
川
市
観
光
協
会

。
初
必
者
で
も
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

な
お
、
詳
レ
い
と
と
は
、
大
洲
市

観
光
協
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

電

話

④

2
6
6
4

自
然
環
境
を
生
か
し
た
、
水
郷
大
洲
一
ど
の
施
設
が
獲
偏
さ
れ
て
い
ま
す
o

に
ふ
さ
わ
し
い
憩
い
の
場
、
第
一
号
肱
一
花
壇
に
は
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
を
樋

川
緑
地
公
園
の
一
部
が
こ
の
ほ
ど
完
成
一
ぇ
、
四
季
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
季
節
の

一

と

の

た

び

国

民

年

金

法

の

一

部

が

改

し

ま

し

た

。

一

香

り

を

と

ど

け

て

く

れ

る

よ

う

工

夫

さ

一

正

さ

れ

新

レ

い

年

金

手

帳

が

で

き

ま

レ

こ
の
緑
地
公
園
は
、
都
市
計
事
業
一
れ
て
い
ま
す
。
一
乙
の
運
動
期
間
中
、
、
行
事
1
ズ

た

。

忘

年

金

重

量

差

金

保

険

(
公
園
補
助
)
と
し
て
肱
川
橋
下
流
(
一
精
霊
川
に
沿
い
、
健
康
的
で
、
環

7
と

か

さ

な

り

ま

す

が

、

と

く

に

新

入

一

国

民

芸

船

員

保

険

の

一

ユ

制

度

共

通

産
勾
か
ら
、
国
鉄
鉄
橋
ま
で
の
亙
境
に
め
ぐ
ま
れ
た
レ
ク

μ
エ
i
シ

ヨ

ン

一

学

児

翼

幼

児

の

翼

下

校

時

に

お

ゆ

一

の

も

の

で

す

。

川

君

、

レ

ン

ガ

お

よ

び

ア

ス

フ

ア

ル

可

場

と

し

て

、

言

た

ち

は

も

と

よ

り

一

る

安

全

運

転

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

い

ま

ま

で

の

被

保

険

者

は

そ

れ

ぞ

れ

ト

舗

装

の

翼

花

壇

な

ど

の

レ

ス

ト

一

広

く

市

民

の

方

々

に

利

用

し

て

い

た

と

お

か

あ

さ

ん

方

一

の

被

保

険

者

証

、

ま

た

は

国

産

章

一

姻

-
h

斜
配
出
断

ur--1い1
7

F
品

目

前

↑

時

一

当

時

打

詰

問

詩

幌

町

一

駐

在

日

目

口

五

一

時

許

取

れ

れ

れ

れ

仁

川

一

剛

一

;

!

，

:

・

l
i
l
一
語
か
所
を
確
認
し
て
具
体
的
に
指
導
す
り
ま
す
人
白
書
官
、
と
の
一
が
、
よ
ろ
し
さ
男
を
お
願
い
い
た
一
る
と
き
遇
算
対
象
期
聞
か
容
易
に
確
認
す
書
籍
談
目

一

吃

列

zヘ
曽

γ
、
zヘ
四

割

日

日

も

り

一

し

て

く

だ

さ

い

。

一

実

施

年

の

豆

十

年

同

月

百

か

ら

五

十

一

し

ま

す

。

一

で

き

な

い

た

め

に

新

し

く

年

金

震

が

一

角

川

目

受

付

花

時

か

ら

帥

一

幸

一

ノ

号

一

ノ

E
9
6
一
子
供
の
と
び
出
し
は
危
険
で
す
。
路
一
一
安
一
亘
二
十
百
ま
で
の
一
年
間
に
一
撃
の
記
入
は
、
仕
事
の
内
容
が
く
一
で
き
た
も
の
で
す
。
一

4
E日
目
時
ま
で

一

一

交

通

事

故

防

止

運

動

実

施

一

詰

轄

す

お

い

日

間

山

一

間

自

由

民

日

時

制

一

軒

諮

問

主

主

h駐
詩

語

院

に

一

人

権

一

一

一

役

所

第

一

言

一

り

、

乙

と

一

左

右

を

よ

く

見

て

か

ら

露

す

る

習

慣

一

の

届

蓄

に

そ

れ

ぞ

れ

職

業

を

、

ま

た

、

一

い

で

、

庶

務

係

事

務

員

、

言

語

、

官

官

手

帳

は

、

被

保

険

者

保

管

と

一

4
月
幻
自
問
時
i
m時

間
一
ら
れ
日
世
話
諸
待
問
一
民
放
昨
日
協
は
だ
さ
川
目
一
を
つ
貯
ま
し
ょ
う
。
一
死
亡
の
届
出
の
吏
口
は
職
業
と
産
業
も
一
営
業
課
畏
な
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
、
「
一

3
3
5
5保
管

一

旧

安

会

堂

思

議

祉

協

議

一

た

め

、

乙

れ

に

さ

き

が

け

て

、

新

入

一

運

転

者

の

方

一

一

記

入

し

て

い

た

だ

い

て

調

書

室

作

成

一

工

旦

な

ど

と

書

か

な

い

で

、

製

鉄

工

一

て

お

い

て

く

だ

さ

い

。

一

会

事

務

官

一

一

一
学
、
入
園
児
の
交
通
事
故
防
止
喜
一

l

i

l

i

l

i

-

-

i

l

l

-

一
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
同
聖
書
エ
な
ど
の
よ
う
に
、
「
公
一
ま
た
資
格
喪
失
、
住
所
、
氏
名
変
更
す
と
相
談
日

一
四
月
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
八
日
間
一

t

一
乙
れ
は
、
五
年
に
一
度
、
関
勢
調
査
一
務
員
」
な
ど
と
書
か
な
い
で
、
郵
便
外
一
等
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
霊
長

4
月

1
B
T
M時

一

笑

沈

黙

長

黙

と

ゆ

さ

く

ら

ま

つ

り

開

幕

一

一

守

口

問

説

明

暗

片

山

盟

諸

民

間

閲

覧

湾

代

一

緒

汚

み

や

か

に

手

続

き

を

し

て

一

μ
山

日

…

区

、

新

入

学

児

童

、

幼

児

の

通

学

が

は

一

戸

，

一

ん

が

多

く

生

れ

た

か

、

ま

た

、

ど

う

い

一

乙

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

な

お

、

以

前

か

ら

国

民

年

金

、

厚

生

一

。

ぉ

目

9

車四回

wi----71aZ雷
ja----1zzwie---EE--71s・
l・
-ZE---1=zj

一

期

間

4
月

1
H
I
4月
初
日
一
ろ
職
業
、
ど
う
い
う
産
業
の
吉
死
亡
一
と
の
乙
と
に
つ
い
て
は
、
居
室
豆
、
船
員
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
一
異
例
会
室
内
社
会
福
祉
協
議

一

昭

和

幸

年

四

月

一

日

(

さ

か

ら

一

互

い

か

な

ど

を

調

べ

て

、

保

健

福

祉

一

れ

る

市

民

課

の

窓

口

に

、

と

れ

ら

の

ひ

一

言

、

今

ま

で

の

国

民

年

金

手

帳

お

よ

一

会

事

務

室

市

営

住

宅

一

明

日

鮮

野

町

三

ろ

持

詩

吋

た

よ

り

を

き

く

と

一

ぉ

郡

山

民

一

下

、

八

重

桜

の

一

倍

れ

は

け

戸

時

諸

問

弓

誌

は

お

持

許

可

一

誌

は

昨

日

誌

は

日

時

計

一

家

庭

児

悶

相

談

目

哲

史

v
k
E
弘
ヨ
事
長
一
入
宮
レ
込
み
用
語
、
市
総
務
課
一
大
洲
市
観
光
の
幕
あ
け
春
の
観
光
ま
一
語
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
昭
和
四
十
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
の
事
由
美
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
の
年
金
手
帳
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
福
祉
事
務
所

補
タ

λ
居

護

軍

司

集

一

に

あ

り

ま

す

。

一

つ

え

今

年

か

ら

「

観

光

さ

く

ら

ま

一

八

年

か

ら

蓄

の

著

書

っ

て

お

り

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
ま
で
お
間

一

安

入

信

位

決

定

方

法

一

つ

り

」

と

名

を

あ

ら

た

め

城

山

公

園

、

一

ま

じ

た

が

、

と

の

ほ

ど

頂

上

へ

の

遊

一

国

民

健

蓑

保

険

一

合

せ

く

ほ

門

|

|

現
在
管
理
を
し
て
い
る
市
営
住
宅
に
一
い
て
、
条
例
で
い
う
控
除
後
の
収
一
昭
和
五
十
年
四
月
三
十
日
十
三
時
一
富
士
山
昔
、
重
量
憲
章
心

τ董
と
頂
上
に
は
広
場
が
震
し
ま
レ
一

t
f
)，
t
p

一

語

九

即

時

日

時

入

居

者

一

一

諮

問

弓

許

可

詰

錯

誤

誌

記

長

以

下

一

ピ

の

八

震

は

開

理

号

i
花
努5
i
の露量時揺襲5
工期票宮土が芸LおL一
受

診

証

に

番

号

を

記

入

一

「

ιH
ι山

H俄窓酌山

募
集
住
宅
。
肱
北
、
肱
南
、
新
谷
地
一
円
以
下
で
あ
る
乙
と
。
第
二
二
一
種
檀
住
一
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
母
子
家
庭
、
一
園
の
整
備
も
と
と
の
い
、
よ
り
い
つ
そ
一
そ
く
、
城
山
、
冨
士
山
爪
公A
園

の

吉

野

桜

一

一

区
(
昭
和
四
十
九
年
度
建
築
の
章
一
宅
に
お
い
て
は
、
一
ニ
万
六
千
円
以
一
老
人
聖
書
障
害
者
世
帯
に
つ
一
う
市
民
の
衰
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
一
と
は
、
ま
た
違
っ
た
美
し
さ
が
あ
り
、
一
と
の
た
び
、
国
民
健
康
保
険
の
受
診
す
る
必
要
主
主
主
、
受
診
証
に
一
角
宮
中
央
病
院
④
4
5
5
1

町
第
一
団
地
住
宅
及
び
太
郎
宮
住
宅
一
下
で
あ
る
乙
と
。
一
い
て
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
補
欠
順
一
富
士
山
公
園
は
、
樹
齢
二
+
年
前
後
一
開
花
期
間
も
畏
い
乙
と
か
ら
大
い
に
楽
一
誌
に
、
大
州
市
の
番
与
を
記
入
し
な
け
一
番
号
を
入
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
も
の
で
一

9
幻

自

ク

9

を
除
く
o

)

市
営
住
宅
(
公
営
)
と
玉
、
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
ょ
一
位
を
優
先
し
ま
す
。
〈
わ
し
い
こ
と
一
の
桜
が
多
く
、
千
本
の
桜
団
地
、
周
遊
一
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
一
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
す
。
一
。
初
日

p

h

F

す
る
。
一
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
乙
と
。
一
は
市
総
務
課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
一
道
路
沿
い
の
桜
並
木
た
ど
花
い
っ
ぱ
い
一
い
ま
す
。
一
乙
れ
は
、
県
内
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
一
な
お
、
と
の
番
号
記
入
は
、
受
診
証
一
4
月
6
白

9

9

入

居

者

資

格

一

(

入

居

後

三

ヶ

月

以

内

に

同

居

で

一

一

の

蓄

を

楽

し

め

ま

す

。

一

語

、

ま

つ

り

一

富

申

は

今

ま

で

同

一

の

医

療

費

請

求

書

を

語

審

査

し

て

い

一

を

園

内

ど

と

で

で

も

使

用

で

き

る

よ

う

一

色

白

砕

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。
一
言
語
雲
言
。
)
一
補
欠
入
居
の
期
間
一
芝
、
今
年
は
、
そ
の
美
し
い
警
一
様
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
お
一
る
県
の
審
査
機
関
が
、
最
近
の
著
し
い
一
に
す
る
た
め
の
足
が
か
り
に
も
な
っ
て
一
品
目
。
ヂ

て
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
一
四
、
現
在
住
宅
に
因
筏
し
て
い
る
と
と
一
昭
和
豆
+
年
五
月
一
白
か
ら
昭
和
五
一
観
賞
レ
て
い
た
だ
乙
う
と
桜
団
地
に
駐
一
り
ま
す
。
一
請
求
件
殺
の
増
加
に
伴
い
、
請
求
事
務
一
い
ま
す
。
一

9
幻
自

h
y

ヂ

あ
る
乙
と
o

，

一

が

明

ら

か

な

乙

と

。

一

十

一

年

四

月

三

十

日

ま

で

に

空

繁

一

車

場

を

作

り

ま

し

た

。

一

を

電

子

計

算

機

で

如

理

す

る

と

と

に

な

一

翼

重

区

の

区

長

さ

ん

に

、

受

一

品

目

大

開

病

院

④

2
1
5
1

/ 

一交通事故相談所開設一

相
談
員
は
、
県
の
専
門
相
談
員
と
必
一

配
ご
と
相
談
員
で
適
切
な
助
言
と
指
導
一
場

を
レ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
一

だ
さ
い
。

臨

時

市

議

回

可

決

..6. 
~ 

で

2 

市
で
は
、
二
月
一
十
七
日
第
一
二
二
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
大
洲
市
農
業
共
済
条
例
の
廃
止
を
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
大
洲
市
で
お
こ
な
っ
て
い
る
農
業
共
済
事
業
の
発
展
克
実
と
妨
峯
的
な
運
営
を
期
す
る
た
め
、
大
開
市
、
喜
多
郡
を
区
域
と
す
る
広

域
合
併
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
降
は
、
共
済
業
務
全
般
に
わ
た
っ
て
新
た
に
設
立
さ
れ
る
喜
多
農
業

共
済
組
合
に
運
営
を
移
管
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
組
合
の
事
務
所
は
大
柳
市
農
業
協
同
組
合
内
に
置
か
れ
ま
す
。

毎月

市
民
の
憩
い
の
場

第
一
号
肱
川
緑
地
公
園
一

部
完
成

人
口
動
態
調
査
に協

力

を

同-.. 
¥，.ー

船
頭
さ
ん
募
集

相
談
ご
と
案
内

l
新
刊
図
書
案
内

i

図
書
館
応
酬
m
M

世
界
の
国
3
東
南
ア
ジ
ア

I

諸
子
百
家
申
国
古
代
の
思
想
家

収
容
所
群
島
①
②
(
木
村
浩
訳
)

農
業
生
産
組
織
を
考
え
る
(
西
尾
)

三
木
武
夫
(
=
一
鬼
陽
之
助
)

崩
れ
ゆ
ぐ
日
本
を
ど
う
救
う
か

竹
・
タ
ケ
ノ
コ
健
康
法
(
上
回
)

巨
憶
を
築
く
"
の
秒
伝
(
山
口
際
祥

公
文
式
算
数
の
秘
密
(
公
文
公

日
本
古
代
史
仰
の
謎
(
鈴
木
武
樹

消
え
た
文
明
仰
の
謎
(
禍
部
武
宣



(2) 

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

湖
東
昇
(
大
川
分
団
)

ほ
か
二
十
一
信
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月

市
長
ら
回
員
を
激
励

功
労
者
等
一
五
五
名
を
表
彰

3 昭和 50年事院居ζ子何持制ヌ巳第 229号

月庁

k m伊

た
も
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
用
途
の
一
で
き
、
日
が
あ
た
ら
な
い
と
か
風
通
し
一
て
は
、
文
章
で
は
わ
か
り
に
く
い
面
も
一
一
附
環
端
境
整
備
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

建
物
で
も
、
ど
と
に
で
も
患
て
る
乙
と
一
か
悪
く
な
る
な
ど
一
環
境
付
凶
悪
化
す
る
ば
一
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
に
よ
一

3
公
聴
会
の
傍
聴

近
年
に
お
け
る
著
し
い
経
済
文
化
の
一
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
用
講
習
一
か
り
で
な
く
、
火
事
が
起
っ
た
場
合
な
一
り
公
聴
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
一
公
聴
会
を
傍
聴
さ
れ
た
い
方
は
当
日

発
展
と
都
市
的
開
発
に
官
、
大
洲
市
一
指
定
客
わ
れ
ま
す
と
七
つ
の
用
途
地
一
ど
は
、
と
て
も
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
一
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
一
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

で
も
現
市
街
地
を
中
心
と
し
て
平
野
部
市
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
額
に
決
一
す
。
し
た
が
っ
て
建
物
を
建
て
る
と
き
一

1
、

日

時

と

場

所

一

4
そ
の
他

全
域
に
わ
た
り
警
告
現
象
が
み
ら
守
れ
て
い
る
建
物
し
か
建
て
る
と
と
一
時
お
互
い
に
敷
地
の
中
に
あ
る
で
い
一
昭
和
五
十
年
四
月
下
旬
了
公
聴
会
そ
の
他
用
途
震
に
つ
い
て

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
用
途
や
形
態
の
建
物
一
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
一
ど
の
遣
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
一
大
洲
市
三
の
丸
市
民
会
館
一
詳
し
い
乙
と
を
知
り
た
い
在
、
大
洲

が

無

秩

序

に

混

在

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

一

と

の

よ

う

に

し

て

、

住

環

境

の

保

護

一

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

、

一

一

一

一

時

ガ

i
刀
一
市
役
所
環
境
護
衛
課
へ
お
問
い
合
わ

こ
の
た
め
将
来
は
騒
音
、
悪
臭
、
日
照
一
を
主
眼
と
し
て
用
途
の
純
化
が
図
ら
れ
一
こ
の
た
め
現
在
建
ベ
い
率
は
七
十
Mm
一

一

一

一

宮

一

2
公
述
隔
出
曹
の
提
出
一
せ
く
だ
さ
い
。

防

害

等

に

よ

る

、

生

活

環

境

が

悪

く

な

一

る

乙

と

に

な

り

ま

す

。

一

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

用

途

地

域

カ

一

一

一

一

一

公

聴

会

に

出

席

し

て

積

見

を

述

べ

よ

一

六

洲

市

役

所

電

話

4
1
2
1
1
1

り
快
適
な
生
活
ゃ
、
生
産
活
動
が
む
つ
一

2
容

積

率

の

限

度

を

定

め

る

一

指

定

さ

れ

ま

す

と

、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

一

一

一

一

一

う

と

さ

れ

る

方

は

、

四

月

二

十

回

ま

で

一

環

境

整

備

課

内

線

2
8
2
1
3番

か
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
一
市
街
地
で
は
建
物
の
容
積
率
が
大
き
一
の
特
性
に
あ
っ
た
建
ベ
い
率
で
限
度
が
一
一

一

一

一

に

別

記

の

公

述

申

出

書

を

、

大

洲

市

役

一

ま

す

。

一

す

ぎ

る

と

、

道

路

な

ど

の

交

通

施

設

や

一

き

ま

り

ま

す

。

一

r

F

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
一
そ
の
他
の
公
共
施
設
が
足
り
な
く
な
り
一

4
日
照
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
す

一
交
通
渋
滞
、
駐
車
黙
等
を
ひ
き
お
と
し
一
る

都

市

計

画

法

に

よ

り

、

用

途

地

慨

を

定

一

一

一
ま
た
必
要
な
白
馬
採
光
、
通
風
、
開
一
最
近
住
宅
地
内
で
高
い
建
物
が
題
つ

め

、

そ

の

加

域

で

建

物

を

建

て

る

場

合

一

一

レ
一
放
感
等
が
保
た
れ
な
く
な
り
、
不
健
全
一
て
、
周
辺
の
住
宅
の
目
あ
た
り
や
風
通

は
、
お
互
い
に
[
ず
也
ベ
き
最
低
限
の
J

一

一

一
街
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
一
し
が
懇
く
な
る
と
と
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

|

ル

を

決

め

秩

序

あ

る

都

市

を

形

成

し

一

一

一
用
途
地
域
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
地
区
一
る
円
照
問
題
な
ど
が
方
々
で
起
き
て
い

住

み

よ

い

街

づ

く

り

を

し

よ

う

と

い

う

一

一

一
の
特
性
に
応
じ
た
建
物
の
容
積
率
の
限
一
ま
す
。

乙

と

が

用

途

地

域

で

す

。

一

一冨
が
定
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
一
そ
と
で
用
途
地
域
別
に
高
さ
制
限
や

当
大
洲
市
で
も
大
洲
市
の
地
理
的
条
一
し
た
が
っ
て
、
用
途
地
域
差
め
ら
一
置
の
北
側
で
の
高
さ
を
制
限
す
る
ほ

件
、
経
済
条
件
、
自
然
条
件
を
君
、

rま
す
と
第
一
種
住
居
地
域
を
除
い
て
一
か
、
隣
家
の
敷
地
表
い
道
路
に
援
し

農
村
計
画
、
商
工
業
開
発
計
画
、
警
官
、
容
積
率
と
斜
線
制
限
の
屋
内
で
一
て
い
き
な
り
震
に
高
進
禁
煙
つ

警
と
し
て
の
計
画
が
相
融
和
し
た
明
言
の
建
物
も
建
て
る
と
と
が
で
き
る
一
乙
と
が
な
い
き
に
す
る
た
め
の
警

レ
い
雪
く
り
を
目
的
と
し
て
高
丁
う
に
な
り
ま
す
。
一
制
限
(
盤
、
道
路
籍
制
限
)
が
定

西

大

洲

、

柚

木

、

中

村

、

常

磐

町

、

者

一

一

一

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一
3
地
域
に
あ
っ
た
適
正
な
建
ヘ
一

宮

、

東

大

棚

、

田

ノ

口

、

徳

ノ

森

、

新

一

い

率

に

す

る

一

公

聴

会

の

開

催

に

つ

谷
の
日
地
区
伊
苅
象
と
し
て
別
図
の
よ
一
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
が
敷
地
い
っ
ぱ
い
一
い
て

う

な

用

途

地

域

の

指

定

を

決

め

る

こ

と

一

一

一
建
て
ら
れ
ま
す
と
需
集
し
た
市
街
地
が
一
乙
う
い
ろ
用
途
地
域
の
指
定
に
つ
い

に

な

り

ま

し

た

。

一

用
進
地
域
は
第
一
種
住
居
専
用
地
域

第
二
種
住
居
専
用
地
域
、
住
居
地
域
、

近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業

地
域
、
工
業
専
用
地
域
の
七
種
類
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

よ
う
に
建
物
の
用
途
や
形
態
の
制
限
が

定
め
ら
れ
ま
す
。

ζ
の
用
途
地
域
は
道
路
、
公
園
、
下

水
道
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
都
市
計
画
の

基
本
的
な
内
客
の
一
つ
で
市
街
地
や
と

れ
か
ら
市
街
地
に
な
る
と
と
ろ
に
は
必

ら
ず
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用
途
地
域
と
は

新しい用途地域の都市計画|

用
途
地
域
の
ね
ら
い

用
途
地
域
と
申
し
ま
す
と
犬
洲
市
で

は
耳
新
し
い
言
葉
で
す
が
、
現
在
他
の

多
く
の
市
町
村
で
は
用
途
地
域
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
化
現
象
が
著
し
く
建
物
の
実
態

や
生
活
環
身
か
ら
計
画
的
改
善
が
要
求

さ
れ
る
大
洲
市
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
ら
を
ね
ら
い
と
し
て
用
途
地

域
を
定
め
る
も
の
で
す
。

-
用
途
の
純
化
を
図
る

こ
れ
ま
で
大
洲
市
で
は
建
物
を
建
て

る
場
合
に
建
物
の
構
造
と
か
、
そ
れ
に

面
す
る
道
路
等
が
題
築
基
準
法
に
あ
っ

大洲市都市計画の用途地域案について意見

を述べたいので申し出ます。

日

量主
E守

月

(電話番号

(年令

公述申出

年

村上清吉殿

公述申出人

住所

氏名

職業

意見の要旨及びその理由

(別品氏のとおり)

昭和

大洲市長

用途地域内の建物の用途制限

に二コ建てられる用途医翠麹建てられない用途
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一
域
一

一
町
一

地

途地域の内

1. 第一種住居専用地織 5. 商業地域・・・ 銀打、百1f底、映同館、料理!自などの

建物が草こまる {ih-e、商業業務の手1](更を士曽

すための地域です(とくにp，Jj業JUl.として

の環境をそごなう工場なとの迫築が制限

されるだけで、その{むの用j全の建立土 f孟

とんと:'111Jでも注どられます。

2. 第二種住居専用地域一 中高層住'壱も建つ住宅地として良好な

五車境を[某設するための地域です。第一種

I当 時Llfi'f~}謂七居専洞地域で建てられるものに加え
ミ戸三河~，/臨
¥こ之、ぜずごヲきこと当て、庖錦、事務所、病院なども建てられ

.-~ト--.._，ど4
F九「 ま戸，-。

6 準工業地域ー‘・・ ieとして環境の悪化をもたらすおそれ

のない工業の利便 J討すための地域です。

とくに公害的発生の#ぞれのある工場や

危険物を扱う T士山を除いて、ほとんどの

用途の5主物を建でられます。

3 住居地域・.... ある程度の用途の建物の混在を認めな

がら、主として住患の瑞境を保護するた

めの地域です。工場iコ劇場、キャパレ一、

トノレコ風呂など住環境をそこをう建物は

主主てられませんが、 とくにノト規模な工場

や、ハチンコf君、ボ リング場、旅館な

どは建てられま九

7. 工業専用地域ー とくに工業の平日間企iti-9ーための地域て

9。工場はどんなものごもも主主てられます

が、」一葉の手1]何をそこ吾:うものは唾でら

れず、学校、病院、行宅、庖舗、ホテ Jし

なども:'._主でられません。

4 近隣商裟地域 e …・ 間辺0)住民に対し日用品を供給する商

司

、、 業なと、じり手IJilさをI曽すための地域ても、一般

両予 の工場や劇場、二Tーャバレー、トルコ附

Jーヲで/などの建物は建てられませんが、庖舗、

/ 

/ 事務所、小規模な工場は建てらずlます。

、ご¥



言Ell::R:3i函品目~一一一よtfT言語古書器孟恥甲由即~位置

一一

町、

パ日入、

一味& 

--
、 4， 

、

U
F
d
e
 


